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業績予想および配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2023 年３月期の連結業績予想および配当予想を下記のとおり修正しましたのでお知ら

せいたします。 

 

記 

●業績予想の修正について 

2023 年３月期第２四半期(累計)連結業績予想の修正（2022 年４月 1 日～2022 年９月 30 日） 

 売上収益 事業利益※ 
税引前 

四半期利益 

親会社の所有者に 

帰属する四半期利益 

基本的１株当たり

四半期利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回修正予想（Ｂ） 2,610,000 165,000 155,000 100,000 173.27 

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ―  

増 減 率（ ％ ） ― ― ― ―  

（参考）前期第２四半期実績 

（2022年3月期第２四半期） 
1,942,977 198,869 193,221 140,755 244.45 

 

2023 年３月期通期連結業績予想の修正（2022 年４月 1 日～2023 年３月 31 日） 

 売上収益 事業利益※ 税引前利益 
親会社の所有者に

帰属する当期利益 

基本的１株当たり

当期利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

百万円 

― 

円 銭 

― 

今回修正予想（Ｂ） 5,370,000 235,000 220,000 140,000 241.96 

増減額（Ｂ－Ａ） ― ― ― ―  

増 減 率（ ％ ） ― ― ― ―  

（参考）前期実績 
（2022 年 3 月期） 

4,365,145 416,466 388,535 288,058 500.28 

※事業利益 ： 税引前利益から金融損益および金額に重要性のある一過性の項目を除いた利益。当社連結業績の代表的指標。 

 

修正の理由  

  2023 年３月期の連結業績予想につきましては、緊迫するウクライナ情勢を受け、世界経済の今後の動向が不透明

な状況にある中で、特に鉄鋼事業において、合理的な予想の算定が困難であることから、前回公表では未定としてお

りましたが、現下の業績動向ならびに現時点で入手可能な情報や予測等に基づき、連結業績予想を公表いたしま

す。 

通期の事業利益につきましては、2,350 億円を見込んでおります。セグメント別の状況は、以下のとおりです。 

鉄鋼事業においては、国内については、自動車生産等における部品供給制約の継続や資源・エネルギー価格の



 

 

 
 

高騰、急激な円安進行に伴う輸入物価の上昇等による景気の下押し要因があり、海外につきましても、中国のゼロコロ

ナ政策等による内需低迷に加え、ロシア・ウクライナ問題の長期化等に伴う世界経済の先行き不透明感により、鋼材需

要は弱含んでおります。しかしながら、年度後半に向けては、国内外において、新型コロナウイルス感染症からの経済

の回復、中国政府の景気対策による内需回復が見込まれ、鋼材需要は緩やかな回復が継続すると想定しており、ＪＦＥ

スチールの単独粗鋼生産量は通期で 2,600 万トン弱を見込んでおります。通期のセグメント利益については、国内販

売価格の改善を中心に、収益力向上に向けた諸施策へ継続的に取り組んでおりますが、急激な円安の進行による為

替影響や棚卸資産評価差等の減益要因により、前年度を下回る 1,500 億円を見込んでおります。 

エンジニアリング事業においては、環境・エネルギー関連分野およびインフラ分野ともに堅調に推移すると想定して

おりますが、資機材高騰の影響等により、通期のセグメント利益は前年度を下回る 200 億円を見込んでおります。 

商社事業においては、上期は北米事業を中心に好調を維持し、鋼材市況も堅調に推移することを見込んでおり、高

収益を確保できる見通しですが、不透明感のある事業環境を踏まえ、通期のセグメント利益は 550 億円を想定してお

ります。 

 

※セグメント利益：事業利益に金融損益を含めた利益。各セグメントの業績の評価指標。 

 

●配当予想の修正について 

修正の内容 

 年間配当金 

 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期 末 合 計 

前回予想 

(2022 年５月６日発表) 

円 銭 

― 

円 銭 

― 

円 銭 

― 

円 銭 

― 

円 銭 

― 

今回修正予想 ― 40.00 ― ― ― 

当期実績 ― ― ―   

前期実績 

（2022 年 3 月期） 
― 60.00 ― 80.00 140.00 

 

 

配当予想修正の理由 

前回公表においては未定としておりましたが、当第１四半期連結累計期間の業績および当第２四半期連結累計期

間の業績予想等を踏まえて、当社は 2022 年８月３日開催の取締役会において、 2023 年３月期の中間配当は 40 円

とする方針を決議いたしました。 

なお、期末配当については、今後、業績動向を見極めつつ検討することとしており、未定としております。 

 

以 上 


